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本マニュアルに記載されている全ての警告と指示に

従ってください。

本マニュアルはいつでも使用できるように、安全な場

所に保管してください。

本体を水の近くで使用しないでください。

本体を水または液体の中にいれないでください。

本体に直接エアゾールスプレー、クリーナー、消毒剤

や殺虫剤を使用しないでください。

本体の通気口をふさがないよう、マニュアルの指示に

従って設置してください。

熱源（ラジエーター、ストーブ、他のアンプ）などの近く

に設置しないでください。

ホコリの多い場所や直射日光が当たる場所に設置し

ないでください。

強い振動やショックを与えないでください。

ノイズが発生したり誤動作の原因となるため、強い電

磁場に近づけないでください。

電磁波干渉によりTVやラジオなどの受信に影響を

及ぼす可能性があります。十分な距離を置いて設置

してください。

安全のため、必ず付属のDCアダプターをご使用くだ

さい。

DCアダプターの電源コードは踏まれたり、挟まれる

事の無いようにしてください。

DCアダプターの電源コードを抜く際は、コードを引っ

張らず、プラグ部分を持って引き抜くようにしてくださ

い。

製品受領時に外部に損傷（電源ケーブル等を含む）が

無いか確認してください。もし製品に損傷があった場

合、ただちに販売店へ連絡してください。そのまま使

用を続けた場合は、保証期間内でも保証外の対応と

なる場合が有ります。

アクセサリーやパーツは、指定のものをご使用くださ

い。

他の楽器やデバイスを接続するときは本製品を含む

全ての電源をOffにして行ってください。

長期間使用しない場合や落雷の恐れがあるときには

プラグを抜いてください。

クリーニングには柔らかく乾いた布を使用してくださ

い。

電源周りのトラブルや液体をこぼしてしまった時、異

物が中に入ってしまったとき、高い湿度にさらされた

時は、販売店に相談してください。そのまま使用を続

けたり、無理に自分で修理を試みないでください。

地域の法律に従ってご使用ください。

設置について疑問が生じた場合は、販売店に相談して

ください。

安全上の注意
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仕様
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モデル名

鍵盤数

ボイス（トーン）

リズム

デモソング

スタイル

メトロノーム

コントロール

外部接続端子

PDP400

88鍵盤

238種類

200種類

100曲

伴奏コード/シンクロスタート/イントロ/フィル/エンディング

1/4、2/4、3/4、4/4拍子

メイン・ボリューム/伴奏ボリューム

録音/再生

トランスポーズ

テンポ

パラメータ保存/呼び出し

キーボードドラム、デュアルトーン、スプリット、サウンドエフェクト、キータッチ

ヘッドホン×2、AUX OUT、AUX IN、USB（MIDI）、USB（フラッシュディスク）、

3本ペダル、サステイン・ペダル

※製品の仕様は予告無しに変更する場合があります。

※電源投入後、スピーカーやイヤホンに多少のバックグラ

ウンドノイズが入ることがあります。

※ラジオ、テレビ、アンテナ受信機、ルーター、冷蔵庫、テ

レビ、モーター、その他の「RF電波干渉源」から離れた場

所で使用してください。



組み立て
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使用前に必ず「安全に関する注意事項」を確認ください。

この組立ガイドは、専用の木製スタンドセットのみに適用されます。

スタンドに本体を載せて固定

最初に上図のようにスタンドを組み立ててください。次にデジタルピアノ

を置き、固定ネジを使用してしっかりと固定してください。最後に譜面立

てを設置します。

ペダルを接続

ペダルケーブルプラグをペダル端子に差し込みます。

ペダルの効果は次の3種類です。サステイン/ソステヌート/ソフト

    1. 左/右サポート板

    2. ペダルバー

    3. 背板

    4. PDP400本体

    5. 譜面立て

    6. L型固定金具

    7. ビス（M4×12=12本）

    8. ビス（M5×50=4本）

    9. 皿ネジ（M6×50=4本）

    10. 皿ネジ（M5×30=4本）



接続
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1. DC電源

電源アダプターを差し込み、家庭用コンセントなどの電

源に接続します。

2. オーディオ出力

外部スピーカーやパワーアンプなどを接続できます。

3. オーディオ入力

外部音源（MP3プレーヤー、スマートフォン、その他の

オーディオ機器）を接続し、音楽を再生できます。

4. サステイン

別売の1本タイプのサステインペダルを使う場合に接続

します。

5. 3本ペダル

専用スタンドの3本ペダルを接続します。

6. USB（MIDI）

コンピュータ、タブレット、スマートフォンなどの端末に接

続し、端末にインストールされた音楽ソフトウェアを通し

てMIDI信号のやり取りをします。

7. ヘッドホンｘ2

ヘッドホンを接続します。ヘッドホン使用中はピアノ本体

のスピーカーからは音が出ないため、夜間の練習などに

最適です。

8. USB（フラッシュディスク）

USBメモリを挿入し、ディスク内の曲を再生できます。

※注意

• 故障や破損を防ぐため、機器を接続する前に、機器の

電源がOFFに、音量が最小になっていることを確認して

ください。

• スピーカー、イヤホン、外部機器などは本製品には含ま

れていません。



操作ガイド（1/3）
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1. 電源
「POWER」ボタン❶で電源をON/OFFします。万が一起
動後にうまく作動しない場合は電源を入れ直してくださ

い。

2. メインボリューム
「VOLUME」つまみ❷を使って全体の音量を調整しま
す。

3. デモソング
1. 「DEMO」ボタン❸を押すと、約3秒後にデモソングが
スタートします。

2. 「START / STOP」ボタン❹でデモを再生または停止
します。

3. 再生したい楽曲を「NUMBER + -」ボタン❺で選択す
します。

収録曲は全部で100曲です。曲名は付録の「デモソング

一覧」を参照してください。

4. 音色
音色を選ぶ

1. 「TONE」ボタン❼を押して、音色選択モードに入りま
す。

2. 「NUMBER + －」ボタン❺を押して楽器の音色を選
択します。

音色は全部で238種類あります。付録の「トーン表（音色

一覧）」を参照してください。

デュアルトーン（2種類の音を重ねる）

1. 音色選択モードで1つ目の音色を選択します。

2. 「DUAL」ボタン❽を押すと、2種類の音色が重なりま
す。

3. 「NUMBER + －」ボタン❺で、2つ目の音色を選択し
ます。

4. 再度「DUAL」ボタン❽を押すと、デュアルトーン機能
を終了します。

ツインピアノモード（鍵盤を左右のセクションに分ける）

1. 音色選択モードで右側鍵盤のトーンを選びます。

2. 「TWIN」ボタン❾を押すと、鍵盤が左右のセクション
に分かれます。ツインピアノモード中は、左右のセクショ

ンが同じ音域になります（左側は通常モードより高い音

域、右側は通常モードより低い音域になります）。

3. 「NUMBER + －」ボタン❺を押して、左側鍵盤のトー
ンを選びます。

4. もう一度 「TWIN」ボタン❾を押すと、ツインピアノ
モードを終了します。



操作ガイド（2/3）
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5. 伴奏
リズムを選ぶ

1. 「RHYTHM」ボタン10を押すと、リズム選択モードに
入ります。

2. 「NUMBER+ －」ボタン❺を押してリズムを選択しま
す。

3. 「START / STOP」ボタン❹を押すと、選択したリズ
ムのがスタートします。もう一度押すと、リズムが停止し

ます。

リズムは全部で200種類あります。リズム名は付録の

「リズムパターン一覧」を参照してください

イントロ

演奏したいリズムを選び、「INTRO」ボタン11を押すと、
リズム再生時に前奏から始

まります。

フィル

演奏の途中で「FILL-IN」ボタン12を押すと、リズムに装
飾フレーズが挿入されます。

エンディング

リズム再生中に「END」ボタン13を押すと、エンディング
フレーズが始まります。エンディングフレーズが終わる

と、リズムの再生が停止します。

コード

「CHORD」ボタン14を押すと、低音域（左から34鍵目ま
で）がコード領域に切り替わります。リズム再生中にコー

ド領域内の鍵盤を弾くことで、自動的にリズムにあった

伴奏を奏でることができます。マルチフィンガー（通常の

コードフォーム）またはシングルフィンガー（コード・ルー

ト音を弾く）でコードを自動的に認識して演奏します。

「CHORD」ボタン14をもう一度押すと、コード演奏モー
ドを終了します。

シンクロ・スタート（演奏とリズムを同時にスタートする）

1. 最初に演奏するリズムを選び、「SYNC」ボタン15を押
します。

2. 「コード領域」内の鍵盤を押すと、同時にリズムがス

タートします。「CHORD」ボタンと同時に使用することも

できます。

リズムのテンポを変える

「TEMPO + －」ボタン❻でリズムのテンポ（速度）を調
整します。

伴奏ボリューム

「ACC.VOL + －」ボタン16で、伴奏部分の音量を調節し
ます。（伴奏部分：リズム、コードモード中のコード部分）



操作ガイド（2/3）
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6. メトロノーム
1. 「METRONOME」ボタン17を押すと、メトロノームが
鳴ります。

2. 「METRONOME」ボタン17を押すごとに拍子が変わ
ります（1/4、2/4、3/4、4/4）。

3. 「TEMPO + －」ボタン❻を押すと、テンポを変更で
きます。

7. キーボードドラム
「DRUM」ボタン18を押すとドラムキットモードになり、そ
れぞれの鍵盤に様々なパーカッションの音色が割り当て

られます。もう一度「DRUM」ボタン18を押すと元の音色
に戻ります。

8. トランスポーズ（移調）
「TRANS + －」ボタン19を押すと、鍵盤の音程を半音単
位で変え、移調することができます。

調整範囲：±12半音階

9. エフェクト
「EFFECT」ボタン20を押すと、DSPエフェクトの
ON/OFFが切り替わります（初期値はON）。

10. タッチ感度調整
「TOUCH」ボタン21を押すと、キータッチによる反応が
切り替わります（ノーマル、ハード、ソフト、OFF）。OFFに

すると、音の強弱が付かなくなります。

11. 録音
1. 「RECORD」ボタン22を押すと、録音が開始され、同時
に、メトロノームが自動的に開始します。録音開始後にテ

ンポ調整も可能です。

2. 演奏が終わったら、もう一度ボタン22を押して録音を
終了します。

3. 「REPLAY」ボタン23を押すと、録音した曲が再生さ
れます。録音中に音色を変えることができ、再生時の音

色も録音時の通りになります。

12. 設定を保存する/呼び出す
1. 「SAVE」ボタン24を押すと、押した時点でのPDP400
のパラメーター設定が保存されます。

保存できるパラメータ

TONE / RHYTHM / DUAL / TWIN / CHORD / 

TRANS / TOUCH

2. 「LOAD」ボタン25を押すと、前回保存したパラメータ
設定が読み込まれます。

3. 設定を変えて再度「SAVE」ボタン24を押すと上書き
され、以前の保存されていた設定は消去されます。



トーン表（音色一覧）／デモソング一覧
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TIMBRE TABLE DEMO TABLE
PIANO

HAMMERED INSTRUMENT 

ORGAN 

GUITARS

BASS

STRING MUSIC  

ENSEMBLE

BRASS

REEDS

BLOWPIPE

SYNTH LEAD

SYNTH EFFECT 

FOLK INSTRUMENTS 

SOUND EFFECT

PIANO2

HAMMERED INSTRUMENT 2

ORGAN 2

GUITARS 2

BASS & ELECTRIC TONE

STRING MUSIC 2  

ENSEMBLE 2

BRASS 2

REEDS 2

BLOWPIPE 2

SYNTH LEAD 2

SYNTH TIMBRE 2 

FOLK INSTRUMENTS 2

COMBAT 2

SOUND EFFECT 2

FOLK MUSIC PERCUSSION

Folk Music Plucked Strings

Folk music wind instrument II

Folk music bowed instruments

SYNTH TIMBRE 

PERCUSSION INSTRUMENT



リズムパターン一覧
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BLUES

5
6
7
8

JAZZ

55

FOX TROT

56
57
58

65
66
67
68

75

COUNTRY

76
77
78

85
86
87
88

LATIN

BOSSANOVA

DANCE

FUNK

R&B

POP

ROCK

ORIENTAL
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